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以前から教室に導入している、百人一首や囲碁等の伝承遊びに加え、今月

からは「けん玉」を導入しました。 

「やりたいやりたい！」とあっという間に人だかりができて、子どもたち

は大盛り上がり。 

 

最近は、ベーゴマ熱も再び盛り上がりを見せつつあります。（先日は、横

尾くんに完敗するという非常に悔しい出来事もありました） 
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日本には、お正月ならではの遊びも古くからたくさん伝わってきています。 

私は子供の頃、お正月には家族全員で百人一首をしたものです。 

北海道の百人一首は独特で、全ての札が木でできています。 

さらに、上の句は読まず下の句しか使いません。 

独特の詠み方と札で行う百人一首は、また一風違った楽しみがあります。 

他にも、凧揚げや羽子板、福笑いなど、お正月ならではの遊びはたくさん

ありますね。 

子どもたちの多彩な活動を支えるべく、今後お手玉やあやとり、将棋など

も随時導入していく予定です。 

私も、子どもの頃は同様にこれらの伝承遊びで遊んだものです。 

学校でよくやったのは、将棋・あやとり・竹馬でしょうか。 

その中でも未だに自信があるのは、竹馬です。 

SOLAN 小学校では誰にも負ける気がしません。（あやとりも昔は割と自

信があったのですが、今できるのは四段ばしごとほうきぐらいです。） 

 

現代はゲーム機器も様々に進歩し、驚くほど多機能のものが続々と世に出

て回るようになりました。 
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私も小さい頃は TV ゲームを（友だちの家で）よくした世代ですから、そ

の楽しさはよく分かります。 

ただやはり、そうしたゲームにはない良さが、伝承遊びにはたくさんある

と思うのです。 

第一に、「達成感」を味わえます。 

あやとりで難しい技ができるようになったり、自分の身の丈以上の竹馬に

乗れるようになった時は、それはそれは嬉しいものです。 

画面を通した擬似的な達成感ではなく、実体験を通して得た達成感は、

後々の財産になることでしょう。 

第二に、技に向かって「努力」することです。こつこつと取り組む子、夢

中になって一日中練習する子などが出てきます。そのような努力の経験は、

必ず他のことにも波及するものです。 

第三に、「自信」がつくことです。「これだけは負けない」「これには自

信がある」と胸を張って言えるようになれば、自分の技に自信と誇りが持て

るようになります。 

こつこつとやれば、どの子でも「スター」になれる可能性があるのが伝承

遊びの良い所です。「僕の中の１番」「私の中の１番」はいくつあっても良

いと思うのです。 

他にも専門的な本を読めば、手先が器用になる、右脳に良い、人間関係を

学べる等々書いてありますが、特に素晴らしいのは上記の３つではないかと

思っています。 

 

そういえば、昨日の社会科の時間。 

伝統文化の学習を進めながら、被災地石川県のために何かできないかと考

えていた時に、子どもたちの中から面白いアイディアが出てきました。 

きっかけは野崎くんの発言でした。 

「うちのお店でみんなで作ったものを置いて売ったら被災地におくれるん

じゃない？」 

以前、ごみゼロゲームで野崎くんのお母さんに、「ゼロ・ウェイスト」

（無駄な消費やごみを無くす）の考え方を学ばせてもらいました。 

そのゼロ・ウェイストのお店で、今までの勉強を生かして何か商品を売り

出して被災地の復興支援に役立てようというアイディアです。 

そこで「何を作ろうか」というアイディアを出す段階に移りました。 
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すでに、新聞製作などで一定の形や実績を実現している子たちが４－１に

はたくさんいます。 

さらに、マイクラなどのバーチャルな世界のものづくりもそうですし、実

際に絵をかいてポスターを作ることも可能だという意見が出れば、料理がで

きるよ！と声を上げる子も。 

その中で、「竹とんぼ」のアイディアも出てきました。 

以前、七夕の笹飾りを作った時のこと。 

竹が増えすぎて困っている「竹害」のことについて、話したことを覚えて

いる子がいたようです。 

増えすぎて処分に困っている竹をつかって、伝承遊びのおもちゃを作って、

それを売り出せばお金が生まれる。 

そのお金を被災地に送れば、生活に困っている大勢の方々の役に立つこと

ができる。 

そのように、子どもたちは考えました。 

今の段階は、もちろんジャストアイディアです。 

それでも、私はそのアイディアは素晴らしいと思いました。 

お家の方々にも、ぜひこの子どもたちのアイディアについて、色々ご意見

を寄せてもらえたら嬉しいです。 

まだ仕事を持たない子たちが、知恵を絞ってお金を生み出し、被災地の

方々の力になろうとしているのです。 

何とか、こうした子どもたちの閃きを形にできないかと思います。 

ぜひ、お家の方々のご意見やお力を貸してもらえると嬉しいです。 

 

 

☆↓読者ページはこちらから↓☆ご意見ご感想など気軽にお寄せください 

https://docs.google.com/forms/d/1qqf4cPLcjpcWaimW

du-6IFM73JahODYK4ROldg7jLxM/edit 
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